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実施に至る経緯

２０２２年 世界情勢の⼤きな変動によりエネルギー価格が上昇
３⽉ 機構が電⼒契約をしていた新電⼒会社が事業撤退
４⽉２８⽇ 機構⻑が 「緊急節電⾏動」の実⾏について（依頼）を発出
５⽉３１⽇ 総⻑が 省エネルギー対策への協⼒について（依頼）を発出
６⽉１⽇〜 省エネアクト for ゼロカーボンキャンパス NU2022 を実施
７⽉ 電気料⾦⾼騰に係る総⻑と部局⻑との意⾒交換
９⽉６⽇ 教育研究評議会にて意⾒交換結果の報告、節電コンペが提⾔
９⽉９⽇ 総⻑から節電コンテストの実施について検討依頼
１０⽉２４⽇ 朝⽇新聞にて総⻑の節電コンテスト構想が紹介される
１０⽉２４⽇ 名古屋⼤学 “省エネアイデア” コンテスト公募開始
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電気料金の高騰

朝日新聞 １０月２４日 朝刊

•電気代高騰 ２０億が４０億？

ＮＨＫ １１月２９日１８時１０分～ まるっと！

•電気代高騰 大学への影響 ４月～１０月の電気代

•去年 約１０億８千万円、今年 約２３億４千万円

名大ポータルにて３キャンパスの
使用電力［KW］電力料金［時］
を表示して節電行動の啓発を実施
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省エネアクト ＮＵ２０２２

省エネアクトforゼロカーボンキャンパスは
東海国立大学機構としてカーボンニュートラ
ルを実現するための取組であるが、光熱費の
急激な高騰を受け名古屋大学はＮＵ２０２２
において省エネ・節電の重点項目を構成員に
取り組むよう依頼
このなかの「省エネマインドのリセット」

は、省エネ・節電対応を「自分ごと」と捉え
エネルギー消費削減に主体的に関与すること
としており、省エネアイデアコンテストは、
省エネマインドのリセットを醸成する取組と
して学生を巻き込んだ省エネ活動と位置付け

省エネアクトＨＰでは様々な情報発信
を行っており、”見える化”ページでは
キャンパス内の建物ごとの電力使用状況
や節電状況・電力使用量ランキングなど
を表示して、省エネ意識の啓発に寄与
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建物ごとの電力
使用状況、節電
状況、電力使用
量ランキング等
が確認できる



“省エネアイデア”コンテストの募集

趣旨

•ゼロカーボンキャンパスの達成に向けて、構成員の一人ひと

りが省エネへの意識を高めるとともに、更なる省エネ・節電

対策の推進につなげることを目的に、自由な発想による”省

エネアイデア”を募集する

募集内容

•名古屋大学のエネルギー消費量（購入量）の削減につながる

提案（アイデア）

応募資格

•名古屋大学に在籍する学生、大学院生及び附属学校の生徒

•名古屋大学を勤務地とする教職員

•グループによる応募も可とする

“省エネアイデア”コンテストの概要

周知方法

・学内各会議での報告周知、各部局へメール・ポスター配布

・ホームページ、ツィッター、フェイスブックへの掲載

・デジタルサイネージへの掲載、生協メルマガでの発信
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募集方法

名大ポータルに広報パネルを掲載
して省エネアクトＨＰへのリンクを
設定し、ＨＰからＴｅａｍｓによる
応募フォーム又は省エネ提案箱から
のメール応募を受付け

省エネ提案箱からの
メール応募を受付け

Ｔｅａｍｓによる応募
フォームにて受付け
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採点方法

Ｔｅａｍｓによる応募フォームか
らのアイデアは、自動で集計されて
リアルタイムで応募状況確認が可能

採点は各委員に
採点フォームから
の入力を依頼して
オンラインで集計
（メール応募でも
同じ対応を実施）
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募集結果

応募アイデア
・応募フォーム ３１件
・メール応募 ２８件
総 数 ５９件

学生等 ３６（２）
教職員 ２３（５）

※（）はグループ

発電啓発活動

空調
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表彰式
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審査委員会の審議を経て総長賞が決定しことを受け
令和４年１２月１５日に「表彰式」が挙行された。

総長から表彰状が授与された後に、各受賞者から受
賞アイデアが紹介された。このプレゼンは録画されて
省エネアクトＨＰ上で公開している。

ＮＨＫ・朝日新聞社の取材を受け、ＮＨＫニュース
では授賞式の様子が報道された。



省エネ活動への展開

大賞アイデアは、省エネアクトＨＰで紹介するとと
もに、省エネアクトとコラボした省エネ活動を展開

名大ポータルに掲載し
省エネアクトＨＰへ誘導

ツィッターなどの
メディアで配信

応募アイデアは佳作も含めて
ＨＰで紹介して、更なる企画や
報告を省エネ提案箱にて受付け
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省エネアクトＨＰによる情報発信

省エネ活動は、省エネアクトＨＰにて順次発信
コラボ企画への参加を促すことにより学生を巻き
込んで楽しく省エネ活動が行えるよう環境を整備

https://web-honbu.jimu.nagoya-u.ac.jp/fmd/08shoene/shouenecontest.html#collabo

カラダとこころが温まる
川柳を募集、ＨＰで紹介

カラダをあったかく
する工夫を紹介

生協各店舗にて
カイロを配布
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あったか料理大作戦
（生協コラボ）



“省エネアイデア”コンテストの効果
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“省エネアイデア”コンテスト
は１０月２４日～１１月２２日で
募集し暖房使用期間が開始される
１２月１日にＨＰ上で結果発表を
行うとともに省エネ活動への展開
を開始した。

これにより、アイデア募集のみ
ならず省エネマインドのリセット
を醸成するため、学生を巻き込ん
で楽しく省エネ活動を行うことを
目指したこの取り組みは、一定の
効果があったと推測される。

１２～１月のエネルギー使用量
が過去２年間の同時期よりも減少
していることは、効果の一端が現
れた結果ではないかと思われる。



ご清聴ありがとうございました


